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オープンフォーラム2025 開催概要

【オープンフォーラムについて】
 SciREX 事業の取組、成果を発信するとともに、政策担当者、⾃

然科学者、⼈⽂・社会科学者、⼤学・研究機関関係者、⺠間
企業、メディア等と科学技術イノベーション政策の課題をオープンに
議論し、課題に対する認識の向上、ニーズの把握等を⽬的として
開催。

 ５回⽬の開催（第１回︓2016年度、第２回︓2019年度、第３
回︓2020年度、第４回︓2021年度）。

 各機関からこれまで15年間の事業報告と今後の展望について話
題提供。

【オープンフォーラム2025概要】
⽇時︓令和７年11⽉21⽇（⾦） 場所︓ベルサール⻁ノ⾨
主なプログラム︓
EBPM を⽀えるデータ・情報基盤の構築︓NISTEP の 15 年間の歩み

富澤宏之⽒(NISTEP 第2研究グループ 客員総括主任研究官）
研究開発と政策実装 -公募型研究開発プログラムにおける「政策のための科
学」の実践-

⼭縣然太朗⽒(RISTEX 研究開発プログラム総括）
計算社会科学を基盤とした政策科学の新展開

坂⽥⼀郎⽒（東京⼤学⼯学系研究科教授・総⻑特別参与）

２
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オープンフォーラム2025 富澤先⽣講演資料
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オープンフォーラム2025 ⼭縣先⽣講演資料
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オープンフォーラム2025 ⼭縣先⽣講演資料
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オープンフォーラム2025 ⼭縣先⽣講演資料
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オープンフォーラム2025 坂⽥先⽣講演資料
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オープンフォーラム2025 坂⽥先⽣講演資料
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オープンフォーラム2025 坂⽥先⽣講演資料
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オープンフォーラム2025 坂⽥先⽣講演資料
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パネルディスカッションでの主なご発⾔

・ 事業開始当初、いま政府内で⾏われているようなEBPMを⽬指していたはずでは
ないはず。15年で環境が変わったことを踏まえ、どう維持・発展させていくか考える
必要がある。

・ 事業開始当初、外から⾒ていたときにはこのコミュニティについてクローズドな印象
を持っていた。他の政策分野の議論で、SciREXで⾏われたのと同じ議論を繰り返
している印象を持つことがある。対外的な打ち出しをどうするか。

・ ⼤学の執⾏部⾨との近さが重要であったが、そこに課題があったのではないか。
・ 科学的な価値を多少毀損したとしても、提⾔の経営的なインパクトも重要ではな
いか。前者のみに捉われると、結局使ってもらえないものになる。

・ URAなど中間的なポストもできてきた。事業開始当初はリボルビングドアのような
キャリアパスも想定されていたはず。⽂科省の⼈事制度も含めて、キャリアパスの問
題が多分にある。

・ STI政策に関⼼をもつ⼈材の幅が広がってきており、最近は学⽣に教えられること
も多い。そういった機能の蓄積をどう活⽤していくか。異なる分野に興味を持ち、関
わっていくという⼀番重要な点は学⽣に伝えられてきていたのではと思う。
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